
 

 

 

 

市民の皆様から寄せられた消費者トラブルの相談や注意してもらいたいニュースを定期

的にお伝えする情報紙です。トラブルの未然防止にお役立ていただければ幸いです。 
  
■ ４月～５月の相談件数は１９件で、前年と比べ１３件減少しています。 

主な相談内容は、光電話の乗り換えに関することや、身に覚えのない未払い料金を請求す

る不審な電話などでした。 
 

 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

SNSをきっかけとして、著名人を名乗る、つながりがあるなどと 
勧誘される金融商品・サービスの消費者トラブルが急増 
－いったん振込してしまうと、被害回復が困難です！－ 

SNSをきっかけとして、著名人を名乗ったり、つながりを示したりして投資を勧誘さ

れたという消費者トラブルが急増しています。「○○（著名人）が主催する投資の勉強会」

「○○（著名人）が投資のノウハウを教える」「○○（著名人）と知り合いで儲かる」な

どと勧誘し、投資名目で振込をしたものの、「追加費用を支払わないと出金できないと言

われた」「相手と連絡が取れなくなった」などといった被害が発生しています。 

 SNS 上で勧誘を受けた場合は、まず疑ってみるようにしましょう。 

 投資資金の振込先に個人名義の口座を指定された場合、それは詐欺です。

振り込まないでください。 

 被害回復が難しいため、安易に投資資金を振り込むことは控えましょう。 

 不審に思ったら、すぐに消費生活センター等に相談しましょう。 

回覧 
きつき消費者かわら版 

令和６年７月１２日発行 

投資 

グループに 

無料で参加！ 

友達登録は 

こちら 

SNSの広告に 

興味を持ち、 

登録すると 

 

ご登録ありがとうございま

す。アシスタントの〇〇で

す。これから有益な情報を

提供していきます。 

 
海外の〇〇株が短期 

で値上がりします。 

 
以下の口座に〇〇〇

万円振り込んでいた

だけますか。 

出金しようとすると税金を振り込むよう

言われるなどして、出金できない。 
指示通り振り込むと利益が出ているように

見える。 

相談からみられる手口のイメージ       （出典：国民生活センター報道発表資料） 

消費者へのアドバイス 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大手通信関連会社の名称をかたり、自動音声や国際電話番号等を 

用いて架空の利用料金請求を行う事業者に関する注意喚起 

（消費者庁） 


